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「
ウ
イ
リ
ス
動
脈
輪
」
に
名
を
残
し
た
弓
言
目
閉
弓
邑
耐

（
５
国
～
畠
計
）
は
「
ｚ
①
昌
○
さ
喝
」
と
い
う
語
も
創
出
す
る
な
ど

神
経
学
に
多
大
な
功
績
を
残
し
た
。
歴
史
的
潮
流
の
中
で
見
る

と
、
彼
の
研
究
は
肉
眼
的
、
解
剖
学
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
の
流
れ
の

最
終
期
に
属
し
、
彼
の
後
に
光
学
顕
微
鏡
的
、
組
織
学
的
な
検
索

法
が
展
開
し
て
ゆ
く
。
本
発
表
で
は
脳
神
経
を
中
心
に
、
彼
の
研

究
業
績
を
紹
介
す
る
。

出
典
は
弓
９
日
閉
弓
言
の
著
の
○
９
８
１
シ
冒
胃
ｏ
ョ
①
弓
。
『
‐

烏
鴨
英
語
翻
訳
版
）
を
中
心
と
し
、
］
．
弓
局
①
ぐ
自
国
匡
瞥
①
の
著
の

言
弓
冒
昌
閉
弓
筐
尉
晟
曽
‐
屋
計
》
》
等
を
参
考
と
し
た
。

弓
三
厨
以
前
の
神
経
解
剖
学
で
は
、
各
研
究
者
に
よ
っ
て
解
剖

所
見
に
大
き
な
隔
た
り
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
脳
と
い
う
三
次
元

4］

弓
庁
○
日
尉
雪
豈
尉
の
○
閏
３
国
シ
目
国
８
日
の

に
つ
い
て

ｌ
脳
神
経
系
を
中
心
に

門

田
永
､ム
1口

的
に
極
め
て
複
雑
に
入
り
組
ん
だ
構
造
物
に
対
し
、
各
自
が
雑
多

な
方
法
で
入
割
や
切
開
を
試
み
た
こ
と
に
起
因
す
る
。
言
言
ｍ
は

こ
の
点
を
改
め
、
一
定
の
ア
プ
ロ
ー
チ
法
を
案
出
し
、
再
現
性
の

高
い
手
法
を
確
立
し
た
。

弓
皀
尉
の
解
剖
対
象
は
刑
屍
体
が
中
心
で
あ
っ
た
。
実
際
の
解

剖
は
共
同
研
究
者
の
一
人
で
あ
る
罰
旨
冒
ａ
旨
き
円
が
中
心
と

な
り
、
所
見
の
図
式
的
な
記
録
は
９
国
の
８
９
①
『
弓
Ｈ
ｇ
が
ま
と

め
た
。
更
に
、
弓
９
日
開
三
三
ヨ
嗅
○
自
ら
も
加
わ
っ
て
解
剖
結

果
を
分
析
し
、
各
神
経
系
の
機
能
等
に
つ
い
て
討
議
、
推
察
を
繰

り
返
す
か
た
ち
で
研
究
が
進
行
し
た
。

脳
神
経
の
詳
細
な
記
載
は
⑦
巴
ｇ
合
躍
頃
～
己
宰
に
始
ま

る
。
彼
の
「
脳
神
経
は
七
対
」
と
い
う
報
告
が
約
一
五
○
○
年
間

に
わ
た
っ
て
信
奉
さ
れ
て
い
た
。
言
旨
の
は
自
身
の
剖
検
デ
ー
タ

か
ら
⑦
里
①
ロ
の
七
対
に
、
新
た
に
三
対
を
加
え
て
合
計
一
○
対

と
し
た
。
弓
筐
尉
が
な
お
見
落
と
し
て
い
た
の
は
顔
面
神
経
と

舌
咽
神
経
の
二
対
で
あ
る
。
前
者
は
聴
神
経
と
、
後
者
は
迷
走
神

経
と
密
に
接
し
て
伴
走
し
、
共
に
骨
性
の
小
管
内
を
走
る
。
骨
組

織
の
除
去
を
ノ
ミ
と
槌
程
度
の
も
の
に
頼
っ
て
い
た
当
時
は
、
骨

組
織
中
の
神
経
走
行
の
正
確
な
観
察
と
分
別
に
限
界
が
あ
っ
た
も
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の
と
思
え
る
。

更
に
、
個
々
の
記
載
を
詳
細
に
見
る
と
奇
妙
な
著
述
も
あ
る
。

彼
に
よ
る
と
「
ヒ
ト
の
第
１
脳
神
経
・
嗅
神
経
は
、
そ
の
断
面
は

パ
イ
プ
状
で
あ
り
、
そ
の
中
腔
は
脳
室
と
連
続
し
て
い
る
。
そ
し

て
嗅
神
経
内
の
中
腔
に
小
管
を
挿
入
し
て
息
を
吹
き
込
む
と
脳
全

体
が
風
船
の
様
に
膨
れ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
、
嗅
神
経

の
中
腔
構
造
は
ヒ
ツ
ジ
等
で
の
み
見
ら
れ
る
特
徴
で
あ
り
ヒ
ト
脳

に
は
あ
て
は
ま
ら
な
い
。
動
物
脳
と
ヒ
ト
脳
と
に
本
質
的
な
差
は

な
い
、
と
す
る
考
え
に
固
執
し
す
ぎ
た
結
果
で
あ
ろ
う
。

○
国
３
国
シ
旨
８
日
①
の
模
式
図
を
見
る
と
、
す
べ
て
の
脳
組

織
は
柔
軟
な
牙
×
ご
昌
弓
を
も
っ
て
描
か
れ
て
い
る
。
即
ち
、
当

時
の
解
剖
学
的
な
検
索
は
、
現
在
の
系
統
解
剖
の
そ
れ
と
は
異
な

り
ホ
ル
マ
リ
ン
等
の
防
腐
処
置
は
一
切
行
わ
ず
に
未
固
定
の
状
態

で
進
め
ら
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
未
固
定
下
で
の
作
業

は
屍
体
の
腐
敗
の
進
行
と
の
戦
い
に
な
る
。
そ
の
為
に
解
剖
に
か

け
ら
れ
る
時
間
に
も
自
ら
限
界
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か

し
、
こ
れ
ら
の
悪
条
件
に
も
関
わ
ら
ず
、
特
に
三
叉
神
経
に
つ
い

て
の
観
察
は
詳
細
を
極
め
る
。
そ
の
末
梢
分
布
は
眼
球
、
顔
面
、

鼻
腔
、
口
腔
、
口
蓋
に
ま
で
及
ぶ
こ
と
を
正
確
に
著
述
し
、
更

に
、
三
叉
神
経
の
第
Ⅱ
枝
が
翼
口
蓋
神
経
節
を
介
し
て
交
感
神
経

系
と
吻
合
し
、
そ
の
末
梢
へ
の
分
布
は
肋
間
神
経
に
ま
で
達
す
る

こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
点
は
驚
嘆
に
値
す
る
。

ま
た
、
純
然
た
る
解
剖
学
的
手
法
の
み
で
は
な
く
、
イ
ヌ
を
用

い
て
両
側
の
迷
走
神
経
・
結
紮
を
試
み
、
そ
れ
が
心
臓
に
激
し
い

期
外
収
縮
を
も
た
ら
す
こ
と
を
発
見
し
て
い
る
。
実
験
生
理
学
的

な
手
法
の
噴
矢
の
ひ
と
つ
と
言
え
よ
う
。
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
か

ら
、
彼
は
内
臓
諸
臓
器
の
機
能
を
統
括
す
る
「
自
律
神
経
系
」
の

存
在
も
明
確
に
把
握
す
る
に
到
る
。

弓
盲
目
開
弓
言
尉
の
業
績
は
脳
循
環
、
脊
髄
解
剖
学
、
大
脳

生
理
学
、
精
神
生
理
学
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
。
今
後
、
更
に
検
討

を
続
け
て
行
き
た
い
。

（
市
立
岸
和
田
市
民
病
院
病
理
）


